
第４世代原子力システムに関する国際フォーラム

(Generation IV International Forum: GIF)

—持続的なエネルギー供給に貢献する次世代原子力システム—

GIFでは、以下の４つのミッションを掲げ、６つの先進原子炉概念（ナ

トリウム冷却高速炉、鉛冷却高速炉、超高温ガス炉、ガス冷却高速炉、

超臨界圧水冷却炉、溶融塩炉）を開発しています。

Sustainable, safe, clean, reliable, flexible and 
affordable energy source for the future

- 安全設計の国際標準化と規制への展開

- 社会市場における魅力としての原子炉システムの柔軟性の向上

- R＆D協力の一層の促進

- GIF成果の世界への発信

See: https://www.gen-4.org/gif/jcms/c_59461/generation-iv-systems

各国代表（オーストラリア、カナダ、フランス、日本、中国、韓国、ロシア、
南アフリカ、スイス、イギリス、アメリカ、欧州原子力共同体）



GIFは、次世代原子力システムの実現、推進に向けて必要な研
究開発を行うために発足した、国際協力の枠組みです。参加国・
機関のなかでも、GIFの活動を所管する国際条約である「枠組み
協定」に署名し承認された10カ国1機関が研究開発協力を行って
います。

活動開始時にGIFの目標を設定し、この目標を元に６タイプの
原子力エネルギーシステムが今後の開発対象として選定されまし
た。これらはシステムの多様性、将来の可能性、実現可能な原子
炉技術を元に選定されたものです。GIFは高速中性子を用いたク
ローズド燃料サイクルを念頭に置いていますが、この６システム
には、熱/高速中性子スペクトル炉心、クローズド/オープン燃料
サイクルが含まれます。原子炉の規模も小型～大型まで様々な設
計例があります。各システムの技術成熟度によりますが、世界初
の第４世代炉は2030年～2040年頃に商業炉としての運転開始が予
定されています。

目標を達成しうる複数のシステムを同時に開発していくという
挑戦をタイムリーに進めていくためには、国際協力が必要不可欠
です。GIFの協力枠組みに参加することで、複数の技術的選択肢
が同時に追求可能となり、技術が成熟しきれない段階で技術選択
を行わなければならないという事態を防ぐことができます。

国際エネルギー機関（IEA）が予測しているように、将来のエ
ネルギーシステムには、「フレキシビリティ」が大きな鍵となる
でしょう。この柔軟性は、様々な発電技術やグリッド基盤、蓄電
システムを持つことで得られますが、第４世代炉等の原子力シス
テムは、運転性（負荷追従、蓄熱）、設置条件（規模、立地）あ
るいは生産性（電気、非電気応用：プロセス加熱、水素製造、脱
塩等）を柔軟に設計できるので、将来のエネルギーニーズに大き
く寄与できます。このフレキシビリティについては、クリーンエ
ネルギー大臣会合（CEM）のNICE Futureイニシアチブなど多くの
シンポジウムやワークショップなどでも議論されており、幅広く
同意を得ています。



『GIFにはシステム開発のための技術
ロードマップと、経済性、安全性、
PRPP特性などGIFの目標に関する評価
方法があります。これらGIFの目標を
満たす原子力システムを開発し、将
来のクリーンエネルギー社会を実現
する必要があります。』

（GIF議長：上出 英樹）

GIFの現在の重点項目

 安全設計の国際標準化と規制へ

の展開

 社会市場における魅力としての

原子炉システムの柔軟性の向上

 R＆D協力の一層の促進

 GIF成果の世界への発信

現議長：上出 英樹（日代表、
写真左）、前議長：Mr. 
François GAUCHE（仏代表、写
真右）
日本は2019～2021年の間、議
長国としてGIFをまとめていき
ます。

『信頼できる選択肢を
未来に残すためには、
同時に複数のオプショ
ン追及が可能な国際協
力が必要不可欠です。
GIFでは参加各国がよ
りよい未来を構築する
ため知恵を出し合って
います』
上出英樹

PHEASANT試験設備
（日本原子力研究開発
機構）にて



GIFの安全性にかかわる各種活動を規制機関の活動と連携させ、規制

要件の調和を図ることが規制課題担当副議長の役目です。国際的な研

究開発機関と規制機関の対話を促すことで、

– 解決すべき規制課題を特定し、

– 必要な安全研究のテーマを選定し、

– さらにプラント設計、安全評価、規制要件の間の調和をとります。

また、副議長はナトリウム冷却高速炉（SFR）の安全設計クライテリ

ア（SDC）及び安全設計ガイドライン（SDG）の外部レビューを促

進するとともに、SFR以外の第４世代原子炉システムへのSDC、

SDGの展開をはかります。これらの基準類は、IAEAでの国際基準化

を目指しているため、IAEAやOECD-NEA/WGSARとも連携を取り、

安全基準の高度化をはかっています。

安全設計の国際標準化と規制への展開

GIF PG 副議長 Alice Caponiti
（米国）

米国エネルギー省原子力エネルギー技術部部長。

研究インフラストラクチャ及び産業界との連携

強化を目的とする原子力エネルギー計画の策

定・実行のために、戦略的指揮をとる。



 SFR SDC及びSDGを検討、策定
（IAEA、OECD-NEA/WGSARなど国際規制機関がレビューを実施）

SDC、SDGはSFR以外の第４世代原子炉システムにも展開中

https://www.gen-4.org/gif/jcms/c_93020/safety-design-criteria

RSWG PRPPWG

SDC TF

 統合型安全アセスメント評価
手法を開発（Integrated 
Safety Assessment 
Methodology: ISAM）

 第４世代原子力システムへの
ISAMの適用及び安全評価に関
するレポートを作成・公開

https://www.gen-
4.org/gif/jcms/c_9366/risk-safety

 プラント設計の早期段階に
おいてPRPP評価を行い、
PRPPの観点を設計レベル
から導入

 第４世代原子力システムに
対し、PRPP評価を実施、
レポートを作成・公開

核拡散抵抗性・核物質防
護ワーキンググループ

（PRPPWG）

リスク安全

ワーキンググループ
（RSWG）

SDCタスクフォース
(SDC TF)

https://www.gen-4.org/
gif/jcms/c_9365/pr-pp

規制課題：安全設計の国際標準化と
規制への展開

• 規制課題、安全課題の選定

• プラント設計、安全評価、規制要件の調和



「市場機会とチャレンジ」の重要なトピックの一つとして、原子力エ

ネルギーシステムを含むハイブリッドエネルギーシステムを用いた脱

炭素化が挙げられます。今後、エネルギーミックス全体に占める低炭

素エネルギー又は再生可能エネルギーのシェアは大きくなると予測さ

れます。そのため、エネルギー貯蔵・輸送技術を活用し、複数のエネ

ルギーシステムを連結し、社会のエネルギーニーズを満たす必要があ

ります。第４世代原子炉システムを用いた低炭素ハイブリッドエネル

ギーは、産業用/家庭用の低炭素電力源としてだけでなく、熱エネル

ギー源としての利用も期待されています。

民間企業、政策決定者、投資家といったGIF外部のステークホルダー

や、GIF内部の連携グループ（SSC、EMWG、SIAP等）と協力しな

がら、将来のエネルギー市場が持つ課題やニーズにどのように応え、

第４世代原子炉システムをどのように開発していくのかという観点か

らGIFの活動をリードしていくこと、それが本副議長の役目です。

社会市場における魅力としての原子炉システムの柔軟性の向上

GIF PG 副議長 Sylvestre Pivet 
（フランス）

CEAのイノベーション/原子力技術部部長として

研究開発計画の策定を主導。計画には民生原子

力エネルギー、燃料サイクル、先進炉/現行炉の

運転及びシミュレーション技術の開発が含まれ

る。



副議長がGIFと国際機関（IAEA INPRO, NEA IFNEC, NEA

NI2050等）による多国間のイニシアチブ活動を取りまとめること

で、第４世代原子炉システムの新たな経済性状のメリット・価値が

見出せます。また、民間企業の役割の検討や、次世代炉開発方針の

調整も。

 第４世代原子力システムの経済
性評価ソフトウェア
G4ECONSを開発

 経済性評価手法及びコスト要因
の特定のためのガイドラインを
開発

https://www.gen-
4.org/gif/jcms/c_9364/economics
“Cost Estimating Guidelines” & “Impact 
of Increasing Share of Renewables” 

以下の戦略的レビューを行う

 産業界の視点から研究開発計画
及び進捗を評価

 GIFワーキンググループで開発
される第４世代原子力システム
の評価手法を評価

 第４世代原子力システムの商業
化及び将来の燃料サイクルの観
点からの意見提示

 安全基準及び規制に関する国際
的な枠組みへの意見提示

SIAP

経済モデル
ワーキンググループ

（EMWG）

EMWG

上級産業諮問パネル
（SIAP）

- 市場機会とチャレンジ：

社会市場における魅力としての
原子炉システムの柔軟性の向上



「研究開発協力の強化」担当副議長は、GIF-R&Dインフラストラ

クチャ―タスクフォースとともに、第４世代原子力システムのプ

ラント開発に必要なR&Dコラボレーションを促進します。

– 各種実証試験に用いられる大規模試験施設の利用に関する、

モチベーション、コスト要因、制約について具体化を図りま

す。

– 研究施設及び試験結果を共同活用していくための方法を検討

し、研究計画を最適化します。

– 第4世代原子炉システムを将来のエネルギーミックスのなかに

位置付け、研究開発により解決する必要のある課題や技術

ギャップを特定していきます。

GIF PG 副議長 Jong Hyuk Baek
（韓国）

韓国原子力研究所の革新的原子力研究システムに

関する上級副社長兼最高技術責任者



AMME ITF

R&Dインフラストラ
クチャ―タスク
フォース（RDTF）

RDTF
 開発する必要がある技術

ギャップを特定

 特定された技術ギャップを
埋めるために必要な研究開
発課題やインフラストラク
チャーを特定

 必要な研究開発課題を解決
するための試験設備の共同
利用を促進

 研究機関及び民間企業から
の興味・関心を把握し、第
4世代原子炉システムの商
業化の観点から、設計・建
設・開発に要する時間とコ
ストを削減するための革新
的製造・材料開発方法を特
定する

革新的製造・材料
タスクフォース
（AMME ITF）

研究開発協力の強化：
R＆D協力の一層の促進

 GIF内の研究開発協力を強化

 GIFメンバー間で革新的な技術的アイデア及び課
題を共有

 外部機関や異なる技術分野間での協力を促す

 第4世代原子炉システムの実験インフラのニーズの把握
 GIFワークショップの開催

詳しくはhttps://www.gen-4.org/gif/

最新活動状況

 GIF workshop on R&D Infrastructures needs and opportunities 
 Workshop on Advanced Manufacturing



GIFホームページ：
各種発表資料、ガイドライン、アニュアルレポートロード
マップ、ポジションペーパ等にアクセス可能です。

https://www.gen-4.org/gif/



最新GIFイベントの様子も案内しています。

JAEAのガス炉（HTTR）とガス
炉を活用した水素製造など非電
力分野での活用方法を紹介する
柴田高速炉・新型炉研究開発部
門研究主席

AMME TF議長によ
るワークショップ
の趣旨説明の様子



GIF議長インタビュー：

GIF全体を統括・リードして
いる上出議長が、GIFの目的、
推進方法、GIFが考える将来
像を紹介しています。



議長インタビューは、
サマリースライドも
挿入し、わかりやす
い内容になっていま
す。

GIF関連動画へのリンク：

GIFの教育ウェビナーのみならず、OECD/NEAの提供するGIF
関連動画やCEM NICE Futureの提供するウェビナー動画を閲
覧できます。

https://www.youtube.com/playlist?list=PLrnzLgzgZ
QRwPO6IYdFkzUjNkoDjLbuEN

議長インタビューの
まとめ画像



Sustainable, safe, clean, reliable, flexible and 
affordable energy source for the future

GIF Webinarはこちらから
https://www.gen-4.org/gif/jcms/c_84279/webinars

GIF ETTF linkedin グループ
https://www.linkedin.com/groups/8416234

GIF教育訓練タスクフォース（GIF-ETTF）は、

GIFを支援する人や組織のコミュニケーション

及びネットワークに、より良いオープンな教育

と知識を提供する国際的なグループです。

ETTFの主な役割：

1. 第４世代原子力システムの知識を集約しGIF関係者に提

供すると共に、より多くのステークホルダーに知識を提

供する方法を検討

2. 教育訓練活動の情報やアイデアを交換するためにソー

シャルメディアを活用

3. 第４世代原子力システムやシステムを構築するために必

要な技術に関するウェビナーを開催

https://www.gen-4.org/gif/jcms/c_84279/webinars
http://www.linkedin.com/groups/8416234

